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会派名 :無会派 志賀 稔宗

領収書等添付用紙
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友和会・尚友会・公明党合同会報 (1)
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ご
あ
い
さ
つ

未
曽
有
の
災
書
と
言
わ
れ
た

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第

一
原

子
力
発
電
所
事
故
か
ら
１０
年

７
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
台
風
１９
号
災
害
、
さ

ら
に
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
大
流
行
な
ど
、
次

か
ら
次
へ
と
続
く
災
書
に
よ
り
、

心
も
体
も
疲
弊
さ
れ
て
い
る
方

が
多
く
い
ら
つ
し
ゃ
る
と
存
じ

ま
す
。

我
々
友
和
会
、
尚
友
会
、
公

明
党
南
相
馬
市
議
団
の
議
員
１１

人
は
、
市
民
の
皆
様
方
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
、
住
み
続
け

ら
れ
る
南
相
馬
市
を
目
指
し
、

今
後
も
広
く
ご
意
見
を
拝
聴
し

な
が
ら
、
精
力
的
に
議
員
活
動

を
展
開
し
て
い
く
所
存
で
す
。

本
会
報
で
は
、
主
に
今
年
３

月
か
ら
９
月
ま
で
の
議
会
の
動

き
や
執
行
部
の
取
組
み
等
を
ま

と
め
ま
し
た
。
ご

一
読
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
、
気
温
も
徐
々
に
下

が
り
、
秋
深
ま
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
機
種
は
、
４
月
２
日
に

高
齢
者
施
設
の
入
所
者
か
ら
始
ま

り
、
５
月
１０
日
か
ら
は
小
高
区
を

皮
切
り
に
集
団
接
種
を
進
め
、
接

種
を
希
望
す
る
市
民
の
皆
様
へ
の

２
回
日
の
接
種
を
８
月
８
日
に
終

了
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
満
１２
歳
に
達
し
た
小

学
６
年
生
や
集
団
接
種
で
接
種
で

き
な
か
っ
た
市
民
の
方
な
ど
を
対

象
に
接
種
を
進
め
て
お
り
、
市
の

発
表
に
よ
る
と
、
接
種
率
は
全
国

の
市
区
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

あ
る
と
の
こ
と
で
す
、

一
方
、
市
内
の
感
染
状
況
を
み

ま
す
と
、
本
年
７
月
に
は
、
接
待

を
伴
う
飲
食
店
で
３
件
の
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
す
る
な
ど
、
ひ
と
月

で
こ
れ
ま
で
最
多
と
な
る
“
名
の

陽
性
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
で

あ
っ
て
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て

ワクチン接種会場

い
る
こ
と
が
、
９
月
И
日
付
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
に
か
か
る
南
相
馬
市
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
市
内
の
感
染
状
況

は
落
ち
着
い
て
い
ま
す
が
、　
一
旦

感
染
が
拡
大
し
て
し
ま
う
と
、
地

域
の
医
療
体
制
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
令
和
３

年
６
月
議
会
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
事
業
に
係
る
補
正
予
算
を
■

決
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
市
内
で
感
染
者
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が
確
認
さ
れ
た
際
、
県
が
実
施
す

る
行
政
検
査
及
び
保
険
診
療
の
対

象
に
な
ら
な
い
方
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
希
望
す
る
場
合
に
、
市
が
必
要

と
認
め
る
方
に
対
し
て
検
査
を
行

う
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
１
千
５

百
∞
名
の
検
査
を
実
施
し
、
４
名

の
場
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
基
本
的
な

感
染
対
策
を
継
続
す
る
こ
と
と
、

感
染
者
の
早
期
発
見

・
早
期
治
療

が
、
市
民
の
皆
様
の
安
全

・
安
心

な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
　

　

（山
田
雅
彦

記
）

０
総
合
病
院

市
で
は
、
公
立
病
院
で
あ
る
こ

と
や
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
た
め
、
国
や
県
と

連
携
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
へ
の
対
応
を
優
先
し

な
が
ら
も
、
急
任
期
医
療
を
は
じ

め
と
す
る
現
行
の
診
療
体
制
の
維

持
と
拡
充
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

【令
和
３
年
度
の
状
況

（令
和
３

年
９
月
１
日
現
在
こ

・
医
師
確
保
に
努
め
た
結
果
、
常

勤
医
師
が
前
年
度
に
比
べ
３
名

増
の
あ
名
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

・
地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
整

形
外
科
と
小
児
科
の
入
院
受
入

・れ
を
、
４
月
か
ら
再
開
し
て
い

る
。
ま
た
、
新
た
に
腎
臓

。
高

血
圧
内
科
を
開
設
し
た
。

・
人
工
透
析
も
、
体
制
が
整
っ
た

８
月
か
ら
、
従
来
の
月
・
水
・

金
曜
日
に
加
え
て
、
火
・
木
・
土

曜
日
の
患
者
受
入
れ
を
開
始
し

て
い
る
。

０
附
属
小
嘉
鰺
療
所

外
来
診
療
の
継
続
と
在
宅
医
療

の
推
進
に
取
り
組
む
た
め
、
小
高

病
院
の
跡
地
に
新
た
な
診
療
施
設
．

の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
診

療
科
目
や
診
療
開
始
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。

０
名
称
――
■
　
　
一一
一

・
南
相
馬
市
立
総
合
病
悦
附
属

●
小
高
診
薇
所

②
診
療
科
目

内
科
、
外
科

③
場
所
・

小
高
区
東
町
三
丁
目
３
番
地

」
の
‐‐１一　
　
　
　
　
　
一

０
診
療
口

・
　

・　
　
　
・
・

月
躍
個
か
ら
金
曜
日
六
視
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

０
診
壊
峙
欄

＾
‐午‐‐糀
）■
一〓
時
生
分

，
１２
峙

（午
後
Ｙ

２
時

，
５
時
　
・

０
診
療
開
始
日

令
和
３
年
２
月
“
日
”
を
予
定

※
小
高
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

で
の
診
療
は
１２
月
Ю
日
０
ま
で
。

（・２
月
１３
日
曰
～
１２
月
１５
日
”

は
、
移
転
準
備
の
た
め
休
診
と

な
り
ま
す
じ

一　
・

（今
村

裕
記
）

市
の
基
金
に
は
、
緊
急
事
態
に

対
応
等
す
る
た
め
の
財
政
調
整
基

金
や
そ
の
他
特
定
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
積
立
基
金
な
ど

「通

常
事
業
分
」
と
、

国
の
補
助
金
等
を

原
資
と
す
る
地

震

・
津
波
被
災
や

原
発
事
故
か
ら
復

興
す
る
た
め
の
交

付
金
な
ど
に
よ
る

「東
日
本
大
腱
災

田
連
基
金
分
」
が

709

つ
い
て
、
特
に
津

波
被
害
か
ら
の
復

興
な
ど
東
日
本
大

震
災
関
連
事
業
を

計
画
的
に
実
施
す

る
た
め
の
財
源
と

し
て
活
用
し
て
い

る
た
め

（下
記
グ

ラ
フ
の
水
色
の
部

分
）
で
あ
り
、
着
実
に
復
旧

・
復

興
へ
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
「通
常
事
彙
分
」
の
基
金

の
残
高
は
、
将
来
へ
の
備
え
と
そ

れ
ぞ
れ
の
基
金
設
置
の
目
的
達
成

の
た
め
、
決
算
の
余
剰
金
や
毎
年

度
の
計
画
的
な
積
み
立
て
に
よ
り

必
要
額
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

（左
記
グ
ラ
フ
の
桃
色
の
部
分
）

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き

『東
日
本
大
震
災
田
違
薔
金

分
」
を
活
用
し
た
復
興
事
業
が
確

実
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た

「通
常
事
業
分
」
に
お
い
て
も
健

全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
ま

す
。
　
　
　
　
（大
岩
常
男

記
）

ｍ
ｍ
ｍ
輌
畑
加
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― 安全・安心で活力あるまちづくリー
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(2) 友和会・尚友会・公明党合同会報

震
災
を
受
け
、
本
市
の
人
口
は

大
幅
に
減
少
し
、
比
例
し
て
労
働

人
口
も
減
少
し
ま
し
た
。
思
い
起

こ
せ
ば
、
昭
和
“
年
代

（旧
原
町

市
時
代
）
に
日
立
製
作
所
や
デ
ル

モ
ン
テ
エ
場
が
誘
致
さ
れ
、
本
市

の
経
済
や
生
活
に
大
き
く
寄
与
し

て
き
ま
し
た
が
、
両
社
と
も
震
災

後
に
撤
退
し
ま
し
た
。

厳
し
い
環
境
の
中
で
、
門
馬
市

長
に
よ
り
新
た
な
企
業
が
多
く
誘

致
さ
れ
稼
働
し
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
以
降
に
は
、
３
社
が
稼
働
す

る

（さ
れ
た
）
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
詳
細
は
左
表
を
ご
覧
下

さ
い
。

こ
の
他
に
も
、
市
内
に
工
場
の

新
設
を
検
討

・
交
渉
中
の
企
業
は

７
社
ほ
ど
あ
る
よ
う
で
す
。

（平
田
　
武

記
）

平
成
あ
年
か
ら
続
い
て
き
た
待

機
児
童
が
、
令
和
２
年
度
に
よ
う

や
く
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成
％
年
４
月
に
始

ま
っ
た
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
保

育
料
無
料
化
に
よ
り
待
機
児
童
が

発
生
し
た
も
の
で
、
同
年
１０
月
に

お
人
、
最
大
は
平
成
”
年
１０
月
の

１
１
０
人
で
、
県
内
ワ
ー
ス
ト
２

1.市内に工場等を新設した企業

2.令和3年度以降、市内に工場等を新設する (さ れた)企業

| ■業| |:種 ■所 在 地 補助金交付年度

0サ ンエイ海苔 食料品製造業
南相馬市原町区

(民 有 地)

平成30年度

福島エコクリートい 窯業・土石製品製造業
南相馬市小高区

(民 有 地)

平成30年度

日本エンコンい 金属製品製造業 下太田工業団地 令和元年度

い石川ゴム製造所 ゴム製品製造業 下太田工業団地 令和 2年度

エイムカイワい 食料品製造業
南相馬市小高区

(民 有 地)

令和 2年度

会  社  名 業   種 所 在 地 補助金交付年度

ロポコム・アンド・エフエイコムい 生産用機械器具製造業 復興工業 団地 令和3年 6月

いテラ・ラボ 輸送用機械器具製造業 復興工業団地
令和 3年 10月

(予定)

0アイリスプロダクト プラスチック製品製造業 復興工業団地
令和 4年 2月

(予定)

位
の
多
さ
と
な
り
ま
し
た
。
待
機

児
童
は
、
特
に
０
歳
～
２
歳
ま
で

が
多
く
、
全
体
の
９
割
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。

本
来
、
保
育
所
（口
）
の
目
的
は

保
育
者
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気

や
介
護
な
ど
の
理
由
で
、
子
ど
も

の
保
育
が
で
き
な
い
と
き
に
、
保

護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
た
め

の

「児
童
福
祉
施
設
」
で
す
。
待

機
児
童
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
必
要
と
す
る
保
育
者
の
方
々

が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
早
期
に
解
決

す
べ
き
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
門
馬
市
長
は
、
従
来
か

ら
あ
る
市
内
の
保
育
口
・
幼
稚
園

の
人
材
確
保
の
た
め
、
平
成
∞
年

１０
月
か
ら
保
育
士
就
学
資
金
制
度

を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
再
就
職

セ
ミ
ナ
ー
や
人
材
バ
ン
ク
な
ど
を

活
用
し
、
保
育
士
等
の
人
材
確
保

を
積
極
的
に
進
め
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
小
高
認
定
こ
ど
も
国
の
開
園

等
新
た
に
４
つ
の
保
育
施
設
を
開

園
す
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
２
年

４
月
に
待
機
児
童
が
ゼ
ロ
と
な
り

問
題
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

（大
田
　
淳

一
記
）

令
和
３
年
４
月
３
日
に
、
小
高

区
の
子
ど
も
の
遊
び
場

「Ｎ
Ｉ
Ｋ

Ｏ
パ
ー
ク
」
が
開
所
し
ま
し
た
。

「Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
パ
ー
ク
」
は
、
旧
小

高
幼
稚
園
を
遊
び
の
時
間
を
楽
し

め
る
空
間
と
す
る
た
め
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
「話
す
。
遊

ぶ

。
造
る
」
の
３
つ
の
ゾ
ー
ニ
ン
ヽ

グ
を
整
備
し
、
利
用
者
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ジ

ブ
チ
共
和
国
か
ら
い
た
だ
い
た
東

日
本
大
震
災
義
援
金
を
活
用
し
て

整
備
し
た
施
設
で
す
。
開
所
か
ら

１
２
２
日
が
経
過
し
た
８
月
２
日

に
は
、
利
用
者
が
１
万
人
を
達
成

し
ま
し
た
。
　

（菊
地
洋

一
記
）

令
和
元
年
７
月
”
日
、
９
年
ぶ

り
に
北
泉
海
水
浴
場
は
海
開
き
を

開
催
し
、
”
日
間
の
期
間
中
は
延

べ
３
万
８
千
人
の
来
場
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
昨
年
と
今
年
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
実
施

し
海
水
浴
客
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
ー
フ
ィ
ン
愛
好
者
は
年

間
を
通
し
て
北
泉
の
波
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

・
″
・

｀

司
ト

4月 にオープンしたNIKOパーク新たに整備された北泉海水浴場

本
年
４
月
Ｚ
日
に
は
、
北
泉
海

浜
総
合
公
園
に
建
立
さ
れ
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
犠
牲
者
の
慰
霊

と
震
災
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
る

メ
モ
リ
ア
ル
バ
ー
ク
ロ
念
碑
の
除

幕
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

（菊
地
洋

一
記
）

こ
の
施
設
は
、
市
民
の
一
体
感

醸
成
事
業
と
し
て
、
鹿
島
区
民
か

ら
数
多
く
の
提
案
を
受
け
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
、

数
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
利

用
し
な
が
ら
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
指
導
も
受
け
ら
れ
、
本
格
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。

シ
ャ
ワ
ー
施
設
や
更
衣
室
も
完

備
し
、
若
い
方
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
世
代
が
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
健
康
増
進
や
体
力
向
上
の
た

め
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（細
田

廣

記
）

本
市
の
生
活
習
慣
病
に
よ
る
死

因
の
割
合
は
国
や
県
と
比
較
し
て 完成したスキット千倉

高
い
水
準
に
あ
り
、
健
康
に
不
安

を
抱
え
る
市
民
の
割
合
も
高
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

市
民
の
健
康
増
進
と
利
用
者
の

利
便
性
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の

拡
大
を
図
る
た
め
、
築
約
０
年
（昭

和
“
年
建
設
）
経
過
し
て
い
る
南

相
馬
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
改
修

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
主

な
工
事
内
容
は
、
ア
リ
ー
ナ
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
床
張
替
え
、
空
調

設
備
工
事
、
ト
イ
レ
の
改
修
等
で

今
年
度
中
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

（大
場
裕
朗

記
）

令
和
３
年
４
月
１
日
よ
り
、
不

妊
治
療
及
び
不
育
症
治
療
を
受
け

る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
そ
の
治
療
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

助
成
内
容
は
、
不
妊
症
検
査
及

び

一
般
不
妊
治
療

（人
工
授
精
を

含
む
）
で
は
、
同

一
夫
婦
の
経
続

し
た
１
回
の
治
療
に
対
し
て
５
万

円
を
限
度
と
し
て
１０
回
ま
で
。
特

定
不
妊
治
療

（体
外
受
精
等
）
は
、

１
回
の
治
療
に
対
し
初
回
∞
万
円
、

２
回
日
以
降
１５
万
円
を
限
度
と
し

６
回
ま
で
。
妊
娠
に
至
っ
た
場
合

は
新
た
に
６
回
申
請
で
き
ま
す
。

不
育
症
の
場
合
は
、
継
続
し
た
１

回
の
妊
娠
期
間
の
治
療
に
対
し
て

・５
万
円
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（志
賀
稔
宗

記
）

市
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
引
く

影
響
に
よ
り
、
経
済
的
に
困
窮
し

て
い
る
世
帯
を
対
象
に
防
災
備
蓄

・

用
の
生
理
用
品
を
無
債
配
布
し
て

い
ま
す
。
配
布
場
所
は
市
役
所
東

庁
舎
１
階
②
番
憲
口
で
す
。
プ
ラ

イ
パ
シ
ー
に
配
慮
し
、
氏
名
や
生

活
状
況
等
の
確
認
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
福
島
県
内
で
は
、
本
市
が
初

め
て
の
取
組
み
と
な
り
ま
す
。

（志
賀
稔
宗

記
）

市
で
は
、
「南
相
馬
市
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
率
１
０
０
％
の
ま
ち

を
目
指
し
普
及
を
推
進
し
て
お
り
、

令
和
３
年
３
月
末
に
お
い
て
、
そ

の
達
成
率
は
％

。
７
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
事
業
用
太
陽
光
発
電

設
備
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
土

地
の
形
状
変
更
に
伴
う
土
砂
災
害

の
恐
れ
や
近
隣
住
民
と
の
調
整
が

十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
事
例
も

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「南

相
馬
市
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正

な
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
を
上

程
し
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。こ

れ
に
よ
り
、
自
然
環
境
、
良

好
な
景
観
及
び
生
活
環
境
の
保
全

並
び
に
災
害
の
防
止
等
を
図
り
な

が
ら
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正

な
設
置
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

（高
橋

真

記
）

※友和会所属の田中―正副議長は、公正 。中立を保つため本会報に寄稿 しておりません。
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友和会・尚友会・公明党合同会報 (1)

ご あ い さ つ
年末も迫り、皆さまには何かと気忙しい日々をお過ごしのことと存じます。今年はどんな 1年だったでしょうか。やはり新型コロナ

ウイルス感染拡大に振り回され、窮屈な生活を余儀なくされた年だったのではないでしょうか。 1日 も早く完全に終息することを願う

ばかりです。

令和4年は寅年。勇猛果敢に周りを見渡す力があるということから、

問題が明瞭になりやすい年、そして男の子は強い子に育ちやすいと言わ

れております。どうか来年は、笑顔あふれる 1年になりますように !

さあ、今年も残り5日 となりました。皆さまには 1年間大変お世話に

なりましたこと、あらためましてお礼申し上げますとともに、輝かしい

新春を迎えられますようご祈念申し上げ、ごあいさつといたします。

12月補‐正予算の主な概要 ←吉B抜粉

●敬老記念品等支綸事業       4,937千 円
新型コロナウイルス感染症ρ影響に伴い、各区敬老会の中止を余儀

なくされたことから、代替事業として対象となる高齢者に商品券及び

記念品を贈呈するもの。

°
爵泰磐豪

●子育て世帯への目時特別綸付金支給事業 284,685千 円
新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯の生活を支援

す社 め、児童を養育す稀 象世帯等に、臨時特別給付金を支給するもQ
O事業内害

驀T襲1慇羅f薫埋5席警:守彎F島響||
対象要件 ①令和3年 9月分の児童手当(本則給付)支給対象となる
´    児童 (申請不要) :  |

②令和3年10月 以降、令和4年 3月 31日 までに生まれた
児童で、児童あ保饉者あ:所

得が児童手当(本則給付)

の支給対象となる金額と同等未満の児童 (要申請)

支給予定日 令和3年12月 2日 …①申請不要分

:※
要申

"F¨

②は,所

～
コ定後に韓時警いとする。年三まで、■月

“
旧 測

=' 国の方針転換により、一市では年内10万円一括現金給付の方向で ―

進めております。12月 23日 に臨時議会を開くことから、この会報
がお手元に届く頃には決定していると思います。

●新型コロナPCR検査セ″ …開設事業 17,595千円
新型コロナウイルス感染症の次なる感染拡大に備え、感染者の早期

発見と市民の不安解消を図るため、症状のない方がPCR検査を受け
ることができるPCR検査センターを開設するもの。

O事業内容

新型コロナPCR検査センター (仮称)の開設
施設概要 仮設検体採取室  開設場所 原町保健センター敷地内
開餃期間 令和4年 1月 から3月 まで ,

開設自時 週5日 午前9時から午後4時 (予定)

対 象 者 発熱等の症状がない方   受付方法 事前予約制、
検査料金 受検時に本市に住民登録のある方は、月2回まで無料(月

3回 日以降有料)。 なお、市外に住民登録のある方でも
有料で受検できる体制を整える。

lL的人 (令和3年度中に75歳以上となる高齢者)

2叩円/人||‐ 記 念 品 1,000円 /人

・令和4争l′拿11・
商 品 券

実施期間

6,135千 円

が高いことから、さらなる市内産業の復興と発展及び雇用の創出を図
るため、小高区に産業団地を整備するもの。

O事業内害                       ｀

小高復興産業団地 (フロンティアパーク)(仮)整備基本計画策定業務委託

O整備する産業国地

施工場所 小高区川原田地区 外

総 面 積 約
"～

24ha
スケジュール (予定) 基本計画 :令和 3～ 4年度

基本設計 。実施設計 :令和4～ 5年度

造成工事 :令和 5～ 7年度

●感染症予防事業         210,544千 円
(新型コロナウイルス感染症対策)

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止し、市民の生命及び健
康を守るため、感染拡大防止に関する各種情報を発信し、新型コロナ
ウイルスワクチン接種を実施するもの。(詳細は下表参照)

新型コ ロナ ワ
ヽ

リま した

南相馬市が『ワクチン接種率日本一』は既報のとおりですが、12月

15日 に医療従事者の方々から3回 目のワクチン接種を開始しました。

順番は「2回目接種を終了した人のうち概ね8ヶ月以上経過した人か

ら」と言うことで、前回同様、医療従事者等 → 高齢者施設入所者

O市の追加接種 (3回目機種)スケジュール(案)

(従事者含む)→ 高齢者 鯨 以上)・ ……と続きます:

集団接種の会場は、浮舟文化会館、鹿島体育館、小川町体育館で、

週 6日、午後 1時300か らの接種開始となります。

なお、スケジュールは下表のとおりです。

● :接種券配送時期 〈接種予定日の2～ 3週間前を想定)

※対象者数には双葉郡からの避難者も含む

区 分
対象者数

(約 51,m人 )

令  和  3  年

4月 5月 6月 7月 8月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

医療従事者等 約 2,000人
追加接種 (3回目接種)

予定時期高齢者施設入所者(従事者含む) 約 1,000人

高齢者 (65歳以上) 約 a,ooo人

概ね 8か月後

で
基礎疾患の ある方 約 1,000人

一般 C60歳～ 64歳 ) 約 3,御 人
2回 目接種

教職員等 約 700人 ヽ ＼

一般 (59歳以下) 約 23,醐 人 4

友和会・尚友会・公明党
―鐙。コ耐力あるまちづくリー 含同会報

南相馬

市議会

令和 3年 12月 26日 発行



(2) 友和会 。尚友会・公明党合同会報

待望の

オ‐プン

謬療科日は::内科と外:

科。診療日時は、月曜日

か ら金曜日(祝 日・年

年始を除く)の午前8時

45分～正午と午後2時～

午後4時300ま で。訪間

及び在毛診農も待ちそお

附属小

ます。ま

12月 10日 に

でき次第

有床診療所に移行する予定です。

方々も利用でき、令和 5年度に

完成予定です。

震災後、一時は15,m人 まで減少した人口も、令和 3年10月

末現在で鳴 0∞人 (住民基本台帳上)まで戻りました。また、

小高区に転入された人数は10月 1日 現在で翻 人、出生が58人で

合計756人 となっております。市が本腰を入れて取り組んでぃる

移住・定住促進事業が徐々に功を奏していることが窺えます。

震災から10年 9ヶ 月…。帰還者増は、諸々の事情により見込

めないというのが現実であり、今後は、衣食住の環境整備や雇

用の場の確保、そしてイノベーションコース ト構想による産業

集積や人材育成等の充実を図りながら、ヽさらなる移住者の流入

及び交流人口の拡大を期待します。

○異動時の世帯構成

120

100

80

60

40

20

0

Rlの減少要因は、令和元年東 日本台風の

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 ‖29 H30 Rl  R2 R3予算

(百万 円 )

●■

通常事業分

影響に伴い、6

期が、Rlか ら

ｍ
　
２

項  目 人数 備 考

①世帯の一部が異動 290
小高区に住民登録がある世帯への転入

など く家族が既に小高に移住)。

② 家族揃っての異動 246
これまで 87世帯が家族麟って転入。

住基世帯員数と異動する世帯員数が同

じ.

③単身による異動 220 住基世帯員数 1人の異動

計 756

当 日有 権 者 数 投 票 者 数 投 票 率
選  挙  名 執 行 日

男 女 計 男 女 計 男 女 計

H28 710 27,079 27,792 54,871 14,943 15,354 30,297 55.18 55 25 55 21参 議 院議 員選挙 (県 選 出 )

H29 1022 26,462 27,036 53,498 15,136 15,467 30,603 57 20 57 21 57 20衆 議 院議 員選 挙 〈選 挙 区 )

52,933 15,756 17,267 33,023 60 23 64 49 62 39南 相 馬 市 長 選 挙 H30 1 21 26,1∞ 26,773

49 33福 島 県 知 事 選 挙 H30.10.28 25,870 26,496 52,366 12,185 13,649 25,834 47.10 51.51

南 相 馬 市 議 会 議 員 選 挙 H30.11.18 25,880 26,496 52,376 13,962 15,319 29, 281 53 95 57.82 55.91

Rl.7.21 25,985 26,362 52,347 14,230 14548 28,778 54.76 55.19 54 98参 議 院 議 員 通 常 選 挙

福 島 県 議 会 議 員 一 般 選 挙 無 投 票

51.355 15,732 16,225 31,957 61 35 63.11 62 23衆議 院議 員 選挙 (選 挙 区 ) R31031 25, (シ 44 25,771

発行責任晋ノ友和会会長 今 村 裕 ←EL 44-6355)、  尚轟 太 田 淳 ― (TEL 22-3863)、  公明脚 轟市醸団 志 賀 稔 宗 (TEL 24=4682)

労

‐
′̀'1)

「投票」

けません。お互いの政策を見極め、

ど

棄権することなく、

際 1こ行ごJノ



会派名 :無会派 志賀 稔宗

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報口公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

■ 資料作成・購入費

国 人件費・事務所費

支出内容 資料作成用事務用品代、参考図書代

支出月日
令和4年2月 15日 、2月 26日 、3月 22日 、3月 23日 、
3月 25日 、3月 28日 、3月 31日

支 出 額 137,971 Fl



2022年 2月 15日 正正[高面原稿高I面

~綬
7虚μ/

領 収 書 應ず禁 京 様

し 准

¥39
地 図 ′ヽ] 区

たヽし
)

0001

番車品霊
店

福営業讐偏馬市原町区桜井町 1丁目■23
電話 0244-24-4711

2022年 2月 15日 ‖0.01-L000190425-R000001851 が疼
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皮

領 収 書 彙

400-
ム
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ル
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店
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合  計

(1畷対象

嘲 (覇誕≧    ¥13,680)
(クレシ

゛
フト  ¥0)

(その他 .Ю )

但し
上記金額を正に領収いたしました.

印字面を内側に折り保管して下さい
ぶ八・原町店   T00244-5-″盟

株式会社 カインズ

本社 埼ヨ慇軽計暉稲田の社1… 2-1

0251-0052-1729

227手 明 26日(D10:34
搬 :tl11レン・2

レ ジ 呼 新 田理事

227手 2月%日 (」D    10:34

7~d/シ
~卜 No: lZ狙

発行″
゛
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501二 1
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領 収 書
202243月 2日  ‖o.01■日XЮ194377-Rm001919牽 収彦鯰

`

金額 ¥69490-

饂蹴薩T丁  ①
'

練證%讚腑篤轟岬緋Ⅲl■ 113 Ψ
l

領 収 書 _製 危 銭 生 』
2022」■ 3月 23自

聞。 00003836

税抜合計   ¥21,800-

'肖

口中脱自宇      ¥2,180二

像醇″7

ンター南相馬店
FAX0244-25-1620

2 8
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30円を言みす
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